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第2次瑞穂町教育基本計画を策定しました
趣 　 旨

教育基本法により教育の振興に関する計画策定が義務付けられたことから平成22
年3月に第1次瑞穂町教育基本計画が策定されました。令和元年度をもって計画期間
が終了することから、新たに第2次瑞穂町教育基本計画を策定し、これに基づいて学
校教育を推進します。（令和2年度からの10年間）

性 　 格
国や都の動向を踏まえ、特に第3期教育振興計画（平成30年6月閣議決定）、学
習指導要領改訂（平成29年3月告示）や東京都教育ビジョン第4次（平成31年3
月東京都教育委員会）を考慮するとともに、瑞穂町のこれまでの成果の維持・発展と
課題の克服に努めました。

計 画 の 構 成
（１）計画の体系化・系統性をより高めるため、瑞穂町教育委員会教育目標から主要な施策・事業までの階層化を

図りました。具体的には4段階の階層化を図り、フェーズ1に瑞穂町教育委員会教育目標、フェーズ2に基本
方針、フェーズ3に方向性、フェーズ4に主要な施策・事業を掲げました。なお、教育目標と基本方針は第1
次計画から変更はありません。時代の変化や瑞穂町の実態を踏まえて、新たに策定された方向性をフェーズ3
として位置付け、9つ示しました。

（２）9つの方向性（フェーズ3）
①　豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育
②　社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成する教育
③　全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育
④　健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育
⑤　夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育
⑥　安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教育
⑦　みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成
⑧　学校教育に専念できる教員体制と働き方改革の推進
⑨　家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育・登下校安全のしくみづくり
（３）9つの方向性（フェーズ3）を実現する主な施策等（フェーズ4）【一部抜粋】
①　ふるさと学習「みずほ学」の推進
②　生きてはたらく基礎的な知識・技能の習得や未知な状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を
図る教育の推進
③　キャリア教育、特別支援教育、不登校対策の推進
④　ＩＣＴ環境の計画的な整備の推進
⑤　教員の職務を支援する施策の展開や教員の在校時間の適切な把握と意識改革の推進
⑥　地域学校協働本部の設置による学習教室や登下校安全対策等、学校支援の推進

▶▶▶詳しくは瑞穂町教育委員会ホームページをご覧ください。 第2次瑞穂町教育基本計画 検索
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町教育委員会では、第2次瑞穂町教育基本計画に基づき、児童・生徒の「生きる力」を育むため、学力向上
施策やふるさと学習「みずほ学」のほか、様々な教育施策を学校とともに展開していきます。
○学習サポーターの配置
小学校入学段階で規範意識の醸成や学力向上を図ります

小学校第１学年・第2学年の全学級等に「学習サポーター」を配置し、児童が小学校で必要な力を確実に身
に付けるための支援を行います。この学習サポーター制度は瑞穂町が続けてきた特徴ある取組みです。自分で
できることは自分でしっかりとできるようにするため、生きる力の基礎固めを担任の教員と学習サポーターが
連携して育てていきます。
○放課後学習（学びのテーマパーク）
地域の方々と連携した放課後学習を実施します

全小・中学校で、家庭学習の一部を放課後の学校内で取り組み、学習習慣の確立や学力の向上を目指しま
す。対象は小学校4年生以上と中学校1・2年生を原則として、週1回程度取り組みます。
○ふるさと学習「みずほ学」の推進
地域を知り、地域とかかわり、地域で学ぶことに今年も取り組みます

平成29年度から、瑞穂町の全ての学校で、児童・生徒が夢や希望をもって学習
するため、「ふるさと瑞穂」について学ぶ「みずほ学」を開始しています。小・中学
校の総合的な学習の時間などあらゆる教科等をとおして「ふるさと瑞穂」について
実際に学び、自然や文化を愛し、社会に貢献できる児童・生徒を育成します。
○「みずほストップ２２・SNS東京ルール」の取組
家庭での携帯電話・スマートフォンの長時間利用をストップさせます

児童・生徒の携帯電話・スマートフォンの長時間使用は瑞穂町でも大きな課題になっています。過去の全国
学力・学習状況調査では、長時間使用する生徒と１時間以内に制限している生徒では、学力調査の結果で
100点満点中10点以上、１時間以内に制限している生徒の方が高い点数を取っていることも分かりまし
た。家庭での語らい・団らんの時間や学習時間を確保するために、家庭でもルールを話し合うなどご協力をお
願いします。
○漢字・英語検定…漢字検定は小学校第３・５学年児童、英語検定は中学校第2学年生徒を対象に実施します。

【問合せ】教育指導課指導係　☎５５７－６６９４

学校名 校内研究主題

一小 正確に理解し主体的に読むことができる児童の育成 ～読みの目的が明確な授業づくり～

二小 課題を見付け、意欲的に学ぶ児童の育成

三小 学ぶ楽しさを味わい、学び合う児童の育成 ～主体的・対話的な学びを通して～

四小 確かな読みの力を育てる指導の工夫 ～文学的文章の学習を通して～

五小 主体的な読み手を育てる国語指導のあり方について

瑞中 コンサルティングを通した授業改善への道筋 ～数学の学力向上にむけての挑戦～

二中 カリキュラム・マネジメントの視点による教育活動の改善
※新型コロナウイルス感染予防対策により、この通り行えない場合があります。

【問合せ】教育指導課指導係　☎557－6694

令和２年度の主な学校教育の施策について

令和2年度　小・中学校校内研究主題
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●青少年委員
青少年に遊びの楽しさや創造の喜びを体験する場を提

供し、青少年の健全育成に努めるとともに、子ども会の
支援などの活動をしています。

任期　令和2年4月1日から令和4年3月31日

【問合せ】社会教育課社会教育係　☎557－6695

●スポーツ推進委員
各種スポーツ教室などを実施するとともに、ニュース

ポーツの周知・普及を図り、町のスポーツ振興のため活
動しています。

任期　令和2年4月1日から令和4年3月31日

【問合せ】社会教育課スポーツ推進係　☎557－7071

●文化財保護審議会委員
町の文化財の保護・保存と文化財保護意識の向上に努

めるとともに、文化財の調査などの活動をしています。

任期　令和2年4月1日から令和4年3月31日

【問合せ】けやき館　☎568－0634

委員の紹介
（敬称略）

担当地区 氏　　名
殿 ケ 谷 大久保寿江
石 畑 田中　啓夫 中山　幸子
箱根ケ崎 上田　寿生 菅野　俊也 三木　智徳
長 岡 白石　　渚 笹井　鎮彦
元 狭 山 マ　　久美 浜崎　　崇
武 蔵 野 前田　哲宏 鈴木みゆき

（敬称略）
担当地区 氏　　名
殿 ケ 谷 土橋　賢一 原　　幸子 田中亜津子
石 畑 川口由美子 町田　祐康
箱根ケ崎 中井　　明 石倉　礼一 小山　恵子
長 岡 西村　　元 小山　　宏
元 狭 山 竹嶋　一茂 大屋　敬則
武 蔵 野 深堀　　豪 櫻　あけみ 村田　憲一

（敬称略）
担当地区 氏名
殿 ケ 谷 大久保伴季
石 畑 古川　嘉勇
箱根ケ崎 久保田吉範 会田　　宏 髙橋　公江
長 岡 平山　和治 川鍋　悦子 塩島　清志
元 狭 山 渡辺　和俊 池谷　　功

2月2日に味の素スタジアム周辺で第11回中学生「東京駅伝」大会が行われました。
瑞穂町からは、瑞穂中学校と瑞穂第二中学校の代表で結成された選

抜チームが参加し、男子の部（17区間、42．195ｋｍ）と女子
の部（16区間、30ｋｍ）で襷をつなぎました。男女別や個人での
記録の更新はありませんでしたが、男女総合のタイムは歴代最高を記
録し、瑞穂町の中学生の体力向上が実感できる大会となりました。
瑞穂町チームの結果
・男子の部　41位（2時間　0分48秒）
・女子の部　45位（2時間31分43秒）
・男女総合　45位（4時間32分31秒）※歴代最高タイム

【問合せ】教育指導課指導係　☎557－6694

一小における児童の健康や体力向上に向けた取組が東京都教育委員会に認められ、「令和元年度子供の体力
向上推進優秀校」の表彰を受けました。今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、運動の機会が制
限されてのスタートになりましたが、学校復帰後に元気いっぱいに運動に親しむ子どもたちの姿を期待してい
ます。� 【問合せ】教育指導課指導係　☎557－6694

中学生「東京駅伝」大会に出場しました

一小「子供の体力向上推進優秀校」を受賞
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本年度、瑞穂一小では、新1年生６２名を迎え、全
校児童３７８名で元気にスタートしました。今年度も
「児童が、笑顔で生き生きと過ごすことができる安
心・安全な学校」を目指し、児童が一生懸命がんばっ
て活躍できることを大切にしていきます。小学校は、
新学習指導要領全面実施の年となります。教員の研
修・研究の充実を図り、教職員一同一丸となって教育
活動の充実に努めてまいります。保護者、地域の皆様
のご理解とご協力をよろしくお願いします。

瑞穂第一小学校

副校長　藤森　慎一

○気づき考え、工夫する子
○なかよく力を合わせやりぬく子
○あかるく　じょうぶな子

教 育 目 標

学校の主人公は「子供」です。すべての教育活動
は、子供たちの健やかな成長と幸福のためにありま
す。本校では、一人一人の子供たちの無限の可能性を
信じ、最大限の力を引き出す努力をして参ります。新
型コロナウイルス感染拡大による影響が大きくありま
すが、保護者、地域の皆様と互いに手を取り合い、未
来を担う子供たちのためにこの難局を乗り越えていき
たいと思います。令和２年度も、皆様の温かいご理解
とご支援をよろしくお願い申し上げます。

瑞穂第二小学校

校長　松山 大作 副校長　樅山　雄三

○進んで学ぶ子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

教 育 目 標

教育理念「全ての児童が自信と笑顔に満ちた姿で学
ぶことができる学校」の下、全校児童２７８名で元気
にスタートしました。今年も「学力向上」を重点項目
とし質の高い教育を提供できるよう励みます。さら
に、町制施行８０周年を全校で祝うとともに、児童
に、未来の瑞穂を創る喜びを実感させることができる
よう、ふるさと学習「みずほ学」を一層推進します。
保護者の皆様、地域・関係者の皆様には、今年度もご
支援とご協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂第三小学校

校長　関根　孝之 副校長　太田　 誠

○進んで学ぶ子ども
○思いやりのある子ども
○明るく健康な子ども

教 育 目 標

全校児童３９７名、１２学級で新年度の教育活動が
スタートしました。「心通わせ、夢を育む学校」を教
育理念に、挨拶と笑顔があふれ、信頼される学校を目
指します。そのために、教師一人一人が子供たちの夢
の実現のためにやりがいをもち、相互に資質能力の向
上を図ってまいります。また保護者や地域の方々と連
携し、子供たちが「一日楽しかった」「明日が待ち遠
しい」と思える学校体制を整えます。皆様のご支援と
ご協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂第四小学校

校長　髙橋　一広 副校長　市川　利幸

○しっかり考える子
○仲よくする子
○すすんで取り組む子

教 育 目 標

小 ・ 中 学 校 の 紹 介

校長　石坂　隆文
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◦各校の所在地◦
学校名 住所・電話番号

瑞穂第一小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎2287
☎５５７－００４５

瑞穂第二小学校 瑞穂町大字長岡長谷部250
☎５５７－０６４６

瑞穂第三小学校 瑞穂町大字二本木670
☎５５７－０２６６

瑞穂第四小学校 瑞穂町箱根ケ崎西松原2- 1
☎５５７－４１４３

瑞穂第五小学校 瑞穂町大字殿ケ谷1160
☎５５６－１３７７

瑞 穂 中 学 校 瑞穂町大字石畑1961- 1
☎５５７－００７０

瑞穂第二中学校 瑞穂町大字箱根ケ崎1172
☎５５７－５５０１

全校児童２２９名、８学級でスタートしました。
「元気いっぱい　笑顔あふれる　みんなの学校」をス
ローガンに、確かな学力の定着と体力の向上を目指し
ます。また、「地域の中の学校」を意識し、ふるさと
学習「みずほ学」を基礎に、持続可能な未来や社会の
構築のために行動できる人格形成を図ります。「迅
速・丁寧・誠意」をモットーに学校経営を行いますの
で、保護者・地域の皆様のご支援・ご協力を、よろし
くお願いいたします。

瑞穂第五小学校

○自ら学ぶ子（知・体）
○思いやりのある子（徳）
○最後までやりぬく子（知・徳・体）

教 育 目 標

経営方針の中心に文武両道をすえ、「わかる喜び・
できる実感・学ぶ楽しさ」をモットーに生徒の学力向
上を図ります。本校の教育目標である心身ともに健や
かな中学生を目指しながら、持続可能な社会の形成者
となれるよう、校訓として自学・忠恕・正義を掲げて
います。また、防災教育を取り入れ、ふるさと学習
「みずほ学」も推進します。全教職員で協力し合う
チーム瑞中として切磋琢磨していきます。皆様のご支
援とご協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂中学校

校長　池谷　芳彦

「心身ともに健やかな中学生」
～持続可能な社会の形成者の育成を目指して～

○自学（自ら学ぶ）
○忠恕（おもいやり）
○正義（正しい行動）

教 育 目 標

全校生徒３４４名、１０学級で令和２年度をスター
トいたしました。「夢・志」を育むために、「考え、鍛
え、乗り越え、成長する瑞穂第二中学校」を学校像と
し、「他者を思いやり、規範意識をもち、安心できる
学校」「自ら意欲的に学習し、互いに高め合える学
校」となるように最大限の努力をします。丁寧に鍛
え、子どもたちの模範となり、成長率No. １をめざし
ますので、保護者・地域の皆様の御支援・御協力いた
だきますよう、よろしくお願いいたします。

瑞穂第二中学校

校長　篠原　政一

よりよい生き方を求め、自立と社会性の育成を目指す
○自ら考え判断し　学び合う二中生（知）
○自他を大切に　心豊かな二中生（徳）
○何事にも挑戦し　努力する二中生（体）

教 育 目 標

校長　南方　孝之 副校長　嶋田　　豊

副校長　中村　祐子 副校長　中西　規人
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町では、経済的な理由によってお子さまの就学が困難なご家庭に対し、学用品費
などの一部を援助しています。また、ひとり親家庭等に対し学校給食費の補助を
行っています。いずれも収入等の条件により審査し認定された方に支給します。

ご案内と申請書は4月に学校を通じて保護者に配布しました。まだ申請をされて
いない方も随時受け付けていますので、お問い合わせください。

【問合せ】学校教育課学務係　☎557－6683

瑞穂町図書館を、誰もが気軽に読書や学習ができ、利用しやすい快適な施設とするため、令和3年度中のリ
ニューアルオープンを目指して改修事業を進めています。

事業実施にあたり、「瑞穂町の図書館をみんなで考え・つくるワークショップ」や図書館協議会、意見募集
の結果を踏まえた「瑞穂町図書館改修工事基本計画」を策定しました。
○メインコンセプト
本や人とゆるやかにつながり、自分の居場所と感じられる図書館
○メインコンセプトの実現に向かうためのテーマ
・誰もが利用しやすく
・つながりや交流による学びの拡大
・周囲の自然環境を活かす
・地域の文化と産業を学び、支える
・安全で持続可能に

詳しくは、瑞穂町図書館ホームページをご覧ください。
【問合せ】図書館　☎557－5614

子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く
生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものです。

子どもの読書環境を地域全体で整備し、読書活動を推進する土壌をさらに固めるために「第三次瑞穂町子ど
も読書活動推進計画」を策定しました。
○計画の期間
令和2年度から令和6年度までの5年間
○計画の目標
（１）子どもの読書環境の整備・充実
0歳から18歳までの子どもの読書活動を推進し、より多くの子どもたちが自発的に本を手にし、読

書に親しむことができるように、また、子どもの発育段階によって、人間形成に必要な本に出会えるよ
うに、様々な場所において子どもの読書環境の更なる整備・充実を目指します。

（２）子ども読書活動に関する理解の促進
「子どもの読書」が、子どもの知的な発達・興味・関心等への影響が大きいものとして、保護者や教
員など子どもを取り巻く大人の理解と関心を深めるために関係機関と連携し、普及・啓発事業を積極的
に行っていきます。

（３）家庭・学校・地域の連携
図書館を中心に、学校・保育園・幼稚園などの関係機関をはじめ、行政の関係部局と連携し、読書ボ

ランティアなどの地域住民や保護者が相互協力できる体制を整備し、地域社会全体の取組として子ども
の読書活動を推進していきます。

詳しくは、瑞穂町図書館ホームページをご覧ください。
【問合せ】図書館　☎557－5614

就学援助費・ひとり親家庭等学校給食費補助金の申請はお済みですか

瑞穂町図書館改修工事基本計画の策定について

第三次瑞穂町子ども読書活動推進計画の策定について

イメージ図
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【問合せ】　けやき館　☎568－0634
耕心館　　☎568－1505

耕心館・けやき館���������������������������������������������������������������������������第15回瑞穂のつるし飾り
2月20日から28日まで、耕心館・けやき館の

合同企画「第15回瑞穂のつるし飾り」を開催しま
した。

第1会場の耕心館では今年の干支の「ねずみ」
と、町が友好交流を進めるタイ王国コーンケーン市
に咲くタイ王国の国花「ゴールデンシャワー」を
テーマにしたつるし飾りの展示、企画展「瑞穂の
匠」では町在住の作家6名によるひなまつりをテー
マとした作品を展示しました。

第2会場のけやき館では、企画展「ひなまつり展2020」を開催し、「みずほの赤ちゃん」をテーマにつ
るし飾りをガイダンスホールに展示し、2階ギャラリーではつるし飾りの作り方を紹介した「魔法にかかった
布たち」の展示、図書コーナーでは「姉妹都市モーガンヒル　パネル展示」を併催しました。

けやき館������������������������������������������������������������������������������������������������企画展「みずほの蝶」
6月1日から7月26日まで、企画展「みずほの蝶」を開催します。昨年の春の展示「みずほの野鳥」に続

く、町の自然を扱った展示となっています。
町には狭山丘陵を中心に緑豊かな自然が広がっていますが、その中で、町周辺には約70種の蝶が生息する

といわれています。今回の展示では、瑞穂町自然科学同好会の協力を得て、町周辺の蝶について、写真や標
本、描かれた蝶などを展示しています。

昆虫のなかでも人気が高い蝶ですが、蝶の食性や変わった生態の蝶など一般には意外と知られていないこと
も多いようです。蝶の生態をわかりやすく解説していますので、気軽にお越しください。

ねずみ ゴールデンシャワー

～　瑞穂町にある文化財めぐり　第24回　～
石畑の神輿（瑞穂町登録有形民俗文化財）＜所在地　瑞穂町石畑＞

「石畑の神輿」は、昭和8年（1933年）の建造以来、石畑須賀神社例大祭
（夏祭り）で渡御に使用されてきました。建造から87年もの間、この神輿は大
規模に修理されることなく建造当時の姿をとどめており、文化財として高い価値
を有しています。町ではこの貴重な神輿を、令和2年2月に登録文化財として登
録しました。登録文化財制度は、貴重な地域の文化財を後世に伝えるために令和
元年度に創設された制度であり、「石畑の神輿」は第1号の瑞穂町登録文化財とな
ります。

【問合せ】けやき館　☎568－0634
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新型コロナウィルス感染拡大を防ぐために自粛生活
が続いている中で、子供たちも外出もままならない中
で体を動かす機会が激減してストレスが溜まってきて
保護者の方々もご心配ではないでしょうか。

特にゴールデンエイジといわれている小学生は、こ
の時期に身体能力、運動能力が著しく発達します。さ
まざまな動作を経験することで脳が刺激され運動神経
も発達していきます。それには身体を動かす外遊びが

重要です。例えば鬼ごっこ等の昔の
遊びが自然と体の使い方を体験でき
ます。保護者の方は、是非子供たち
に昔遊びの楽しさを体験させてくだ
さい。

自粛生活が一日も早く収束し通常
通りの生活がおくれるようになり、
子供たちの笑い声が聞ける日を待ち望みます。

教育委員会委員談話

前号でお知らせした以降、1月から4月まで定例会を
4回、臨時会を2回開催しました。

＜主な議決事項＞
・第2次瑞穂町教育基本計画について
・瑞穂町立小中学校の管理職の任命に関する内申につい

て
・議会の議決を経るべき条例の一部改正中教育に関する

部分の意見聴取について（瑞穂町体育施設条例の一部
を改正する条例）

・地域学校協働本部設置要綱について
・第三次瑞穂町子ども読書活動推進計画について
・瑞穂町登録有形民俗文化財の登録について
・令和元年度一般会計補正予算（第5号）の原案中教育

に関する部分の意見聴取について
・令和2年度一般会計予算の原案中教育に関する部分の

意見聴取について
・令和2年度瑞穂町立学校教育課程編成について
・瑞穂町公立学校の管理運営に関する規則の一部を改正

する規則
・瑞穂町公立学校通学区域に関する規則の一部を改正す

る規則
・瑞穂町公立学校における指定校変更及び区域外就学に

関する取扱要綱
・瑞穂町立学校教育支援補助員設置要綱の一部を改正す

る告示
・瑞穂町立学校学習サポーター設置要綱の一部を改正す

る告示
・瑞穂町立学校特別支援学級介助員設置要綱の一部を改

正する告示
・瑞穂町体育施設条例施行規則の一部を改正する規則

・瑞穂町体育施設等予約システムの運用及び利用者登録
に関する規則の一部を改正する規則

・瑞穂町体育施設の使用及び申請に関する要綱の一部を
改正する告示

・瑞穂町教育相談室専任相談員の任命について
・瑞穂町青少年委員の委嘱について
・瑞穂町スポーツ推進委員の委嘱について
・瑞穂町文化財保護審議会委員の委嘱について
・瑞穂町図書館協議会委員の委嘱について

＜主な協議事項＞
・瑞穂町教育委員会の教育目標、基本方針及び令和2年

度主要施策（案）について

＜主な報告事項＞
・瑞穂町奨学金支給条例施行規則の一部を改正する規則

について
・瑞穂町教育委員会事務局職員の人事異動について
・瑞穂町立小中学校の臨時休業について
・臨時代理の報告について（瑞穂町教育委員会文書管理

規程の一部を改正する訓令）
・令和元（平成31）年度瑞穂町教育委員会後援名義に

ついて

教育委員会の会議は、毎月1回（原則として、第4木
曜日）開催し、傍聴することができます（非公開の事項
を除く）。

開催日時および会場は広報みずほに掲載されます。ま
た、ホームページから開催内容や過去の会議録を見るこ
とができます。

【問合せ】学校教育課庶務係　☎557－6682

教育委員会定例会・臨時会報告

第21回：瑞穂町教育委員会　委員　中野 裕司

本紙に掲載している情報は、令和2年5月19日時点のものです。新型コロナウイルスの影響により、イ
ベント等の予定が中止・変更となる場合があります。最新情報は、町ホームページなどをご覧ください。


